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利益相反（COI）

このTalkに関連して開示すべきCOIは
ありません。



アンケート 質問３つ

 問1 NCBNを御存知ですか？

①最近知った、②ゲノプラで知った、③ゲノプラより前から
知っていた、④知らない

 問2 予算建てはどうなっていると思いますか？

①AMED予算、②NGO運営、③厚労省から、④NCGM予算の一部

 問3 組織的にはどうなっているでしょう

①ゲノム医科学プロジェクトに所属、②メディカルゲノムセ
ンターに所属、③厚労省に紐付く、④NCGM研究所の１部門



Q1: NCBNを御存知ですか？ 回答数： 109    スキップ数： 0



Q2: 予算建てはどうなっていると思いますか？



Q3: 組織的にはどうなっているでしょう
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１．NCBNとは

６つの国立高度専門医療研究センター(National Center: NC) が持つバイオバンクは、それぞれの
専門性を生かした疾患の試料や臨床情報を収集しています。NCBNは、それぞれのバイオバンクをネット
ワークで紡ぎ、カタログデータとして収集、横断的に検索できるシステムを提供して、より効率的に多くの
試料や情報が大学や企業での研究に利活用されるよう活動を行なっています。

専門性が高く、追
跡可能な医療情
報を備えています。

特徴１ 特徴２ 特徴３ 特徴４ 特徴５

共通プラットフォー
ムの構築を行って
います。（共有申
請書、MTA）

それぞれのNCの
試料保有情報を
一括検索できる
データベース

豊富な症例
症例数は12万人
以上、41万検体
を超えています。

豊富な提供実績
提供回数は1000
回以上、10万検
体を超えています。

6NCごとに異なる電子カルテ、異なるバイオバンク用のデータベース(In house DB)でそれぞ
れにプラットフォームの違う複数施設のバイオバンクデータを共通化し、収集状況を確認できる
基盤（カタログDB）を構築しています。
今後は、医学研究開発への疾患サンプルと医療情報の提供を促進できるよう、更に詳細な
情報を取得しやすくするための機能改善を行い、ニーズに沿った医療情報を得ることができる
ように発展させていきます。

「疾患のサンプルが欲しい」
「どんな治療がされていたのか
医療情報が欲しい」

創薬を目指す企業

研究者



１ｰ１．６NCがネットワークをつくり様々な疾患をカバー

中央バイオバンク事務局
カタログDB公開

国立がん研究センター

国立循環器病研究センター

国立精神・神経医療研究センター

国立国際医療研究センター

国立成育医療研究センター

国立長寿医療研究センター

国内最大規模のがんのバイオバン
クであり、希少がん症例も多数収
集。血液だけでなく、病理凍結組
織も収集しています。

循環器疾患を主とする重要疾患の
血液、画像データ、病理組織を含む
検体や情報を収集しています。オー
プンイノベーションセンターの一部門と
して産学連携の研究を支援します。

精神・神経・筋疾患の高品質な
臨床検体を収集しています。
1万検体を超える凍結筋組織や
髄液サンプルなど特徴のあるサン
プルの収集を継続しています。

幅広い疾患の検体や情報の収集に
力を入れています。持続感染症 (H
IVやウイルス性肝炎)の時系列に
沿った収集や手術前後での検体の
収集を行なっています。

認知症をはじめする高齢者に多い
疾患の検体を収集しています。アル
ツハイマー病の血液バイオマーカー
の開発や、認知症の先進的な研
究に活用されています。

小児の希少疾患、難病に関する
試料提供可能なバイオバンクを目
指しています。特に胎児異常・合
併症妊娠例については、３世代に
わたるゲノムDNAを収集しています。

疾患専門性を生かしたバイオバンクとして
臨床と医学研究を推進し、高品質研究
資源として研究者，企業に提供できる
ように取り組んでいます。



第４回 ゲノム医療等実用化推進TF資料より



第４回 ゲノム医療等実用化推進TF資料より



１ｰ２．組織体制
NCBN運営組織 外部組織との連携

NCHHD
バイオバンク

NCBN 中央バイオバンク

事務局 DB部門

中央バイオバンク長

事務局長

NCBN会議体

６NCバイオバンク長
６NC副バイオバンク長
中央バイオバンク長
事務局長

６NC理事長会議

６NC研究所長会議

NCバイオバンク長会議 製薬協合同会議

６NC WG担当者
中央BB事務局

情報関連実務者
データベース部門

情報関連実務者会議

年4回

品質管理WG

研究活用WG

報告

報告

報告

報告

厚生労働省

製薬協

AMED・文科省

ToMMo
BBJ

国内バイオバンク

AMED研究
「プラ利」

プログラム推進
委員会等

広報に関する
工夫WG

NCNP
バイオバンク

NCC
バイオバンク

NCVC
バイオバンク

NCGM
バイオバンク

NCGG
バイオバンク



１ｰ３．NCBNの活動から

ナショナルセンターバイオバンク長会議 4半期毎
研究活用WG 4半期毎
広報に関するWG 4半期毎
品質管理WG 4半期毎

試料・情報の分譲・提供に関するタスクフォース
医療情報タスクフォース

関連学会等でブース出典、ポスター発表など

試料分譲 年間問い合わせ件数 2020年 82件・2019年 101件
NCBN News Letter 年２回発行

6NC共同の研究 → コントロール群、薬剤アレルギー
製薬協との合同会議 → GAPFREE4
ToMMo、BBJなどとの連携 → プラ利



１ｰ４．ホームページの紹介

ナショナルセンター・バイオバンクネットワーク（NCBN）に
集約された生体試料データ等をカタログデータベースで検
索することができます。詳細はNCBNホームページをご覧く
ださい。

ncbiobank.org

英語版に対応

カタログ検索システムへ

専用ページはログイン

紹介動画あり

各種コンテンツ

●NCBNについて ●ニュースレター一覧
活動 ●Q&A
組織・運営体制 ●お問合せ
ロードマップ

●研究者へ
提供する試料・情報
カタログデータベース
研究実績・成果
NCBNが関わる臨床研究

各NCバイオバンクのサイトへ

https://youtu.be/suhUdzgpnns



２ー１．カタログデータベースの概要（収集と閲覧）

M
aster/Slave

Catalog
Search

Engine
D

atabase

バリデーションチェック・匿名化

NCBN Catalog Database Server

ERR

ゾーン転送

各NCの担当者

お知らせ

管
理
機
能

情
報
公
開
機
能

ログインアップロード 管理ページ

サイトの利用者

カタログ検索

お問合せ

カタログ統計

検索・情報取得

Replication

個票,病名,試料,問診情報等を共通
フォーマットCSVファイルに作成
IDは暗号化、データはコード化

IDは非表示。検索・閲覧／お問合せ

NCBNは、利用者が求める情報を容易に検索・閲覧できるサービス
が必要であると考えている。NCバイオバンクが保有するバイオリソース
情報をカタログデータとして集約し、利用者が求める情報の詳細
検索を可能としたデータベースを公開している。

利用目的

・ライフサイエンス，学術研究
・創薬（シーズ探索,バイオマーカー開発，
薬効・毒性評価）
・新規診断法の開発
・個別化医療，療養指導／発症予防 等

Web管理機能

※次ページ参照

CSVファイル格納
管理者が手動



２ｰ２．カタログデータベースの検索機能

性別 男性，女性，不明

年齢 年齢階級（10年齢階級）別

既往歴
がん，高血圧，糖尿病，高脂血症，脳卒中，心臓病，肝臓病，
腎臓病，結核，精神疾患

現病歴
がん，高血圧，糖尿病，高脂血症，脳卒中，心臓病，肝臓病，
腎臓病，結核，精神疾患

家族歴
高血圧，糖尿病，脂質異常症，心筋梗塞，がん，精神疾患

飲酒・喫煙 関連する情報について、あり・なし

病名
ICD-10コードおよびMEDIS管理番号によるコード検索
テキストワード検索

バイオリソース
全血，血清，血漿，DNA，DNA（未抽出），RNA，固形組織（細
胞、胎盤等），髄液，病理組織，その他（尿、病理標本）

・利用者の抽出条件に合わせた検索結果を各NC別、試料種類ごとに集計値を表示
・抽出可能な条件は下記の通り（NCBNホームページより）

基本情報

問診情報

病名情報

生体試料



２ｰ３．カタログデータ収集実績 （2021年6月15日時点 6NC全体数）

登録者数，検体登録数（6NC全体）

登録試料の年齢分布

疾患別登録患者数

DNA 血漿 血清 組織

分譲(提供) 37,243 27,285 47,125 1,471

共同研究 145,978 77,270 25,425 27,662

登録患者数 122,883 登録検体数 416,088

◆ カタログデータベースに登録されている6NCバイオバンクの検体 ◆

※代表的な試料の提供可能数
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２ｰ４．問い合わせ実績 （2019年7月29日時点 6NC全体数）

問い合わせ件数（受付NC別 2012/9/1～2019/7/29）



２ｰ４．問い合わせ実績 （2019年7月29日時点 6NC全体数）

問い合わせ者の推移（2013/4/1～2019/7/29）



２ｰ４．問い合わせ実績 （2019年7月29日時点 6NC全体数）

期間（2012/9/1～2019/7/29）



National Center Biobank Network



バイオバンク試料への遺伝子解析等データ付与及びその提供に向けた検討

DNA出庫からデータ格納までの工程管理システムの構築

DNAの出庫から解析データの受領、データストレージへの格納までを一つの管理システムで
追跡する。検体リストをシステムに登録することで、共通のIDシステムで管理が可能となった。
将来的に検体リストとカタログデータベースを連携し、カタログデータベースでゲノムデータの
有無を確認できるようにする。

３ー１．ゲノム解析・データ共有のための基盤整備

JH 横断的研究推進費 代表：徳永勝士 (2019-2021)



３ー２．コントロール群全ゲノム解析プロジェクト (1)

ゲノム医療協議会（2021年3月）資料より



３−３ ．GAPFREE4 (1)

AMED (2020-2024)



３−３ ．GAPFREE4 (3)

製薬協プレスリリースより



３− ４ ．ゲノム研究プラットフォーム利活用システム(2)

2019年10月28日
プレスリリース

7 機関 12バイオバンク
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